
奈良国立文化財研究所要項

事業概要

１研究普及事業

公開講演会

( 1 ) 1 9 8 4 年５月1 9 日第5 5 回公開識淡会

「中世庶民の食器類」 安田龍太郎

「年輪から年代を読む」 光谷柘笑

( 2 ) 1 9 8 4年1 1月1 7口第5 6向公開総淡会

ｒｉＩｉ代仏殿のイメージー金堂の原形をもとめ

て一」 松本修自

「日本古代の冠帽」 毛利光俊彦

現地説明会

( 1 ) 1 9 8 4年５月26 F Ｉ平城宮跡第15 5次発掘調査

（南面大垣東端地区）山崎儒二

( 2 ) 1 9 8 4 年６月2 3 ｕ藤原宮跡第4 1 次発掘調査

（東方官筒地 | Ｘ）加藤優

( 3 ) 1 9 8 4年８月25口平城宮跡第15 7次発掘Ｉ淵脊

（第一次期堂院東南隅地区）松本修自

( 4 ) 1 9 8 4 年1 0 月６１ｌ平城京左京八条一坊三・六

坪発掘調奄毛利光俊彦

花芥浩

2 1 9 8 4 年文部省科学研究費補助金による研究

( 5 ) 1 9 8 4 年1 0 月１３口山田寺跡( 第６次) 東回廊発

掘調在現地見学会

( 6 ) 1 9 8 4年12月１Ｆ１７．i 神遺跡第４次発掘調査

川越俊一

( 7 ) 1 9 8 4年12月８１二Ｉ平城宮跡第161次発掘調査

（第二次朝堂院東第一堂）1 1 1 岸常人

（８）1 9 8 5年２月1 6 F Ｉ藤原宮跡第4 4次発掘調杏

（東方官筒地区）出辺征犬

( 9 ) 1 9 8 5年３月９１二ｌ平城宮跡第16 3次発掘調査

（第二次朝堂院朝庭北東域）巽淳一郎

平城宮跡資料館・覆屋公開

( 1 ) 春季特別公開1 9 8 4 年４ｊｊ２１日～５月６日

見学者1 4 , 0 8 5 名

秋季特別公開1 9 8 4年1 0月１２日～1 1月１１日

兇学者2 2 , 0 3 5名

( 2 ) 見学者数

区分盗料館｜狸

1 9 8 4 年7 3 , 9 1 6

雌

45. 177

累計64 7 , 5 3 6 1 9 7 2 , 3 0 6

計.

119, 093

1, 619, 842

壷料館は1 9 7 0 年喚，覆屋は1 9 6 8 年度以降の累計

沌肌 研究課題 研究代表者交付額

一般研究Ａ

一般研究Ｂ

〃

〃

〃

〃

一般Ｗｆ究Ｃ

〃

奨吋カＷｆ究Ａ

〃

〃

特定、ｆ究( 1 )

研究成果刊行黄

( データベース）

別．

大和における古代豪族の支配の領域についての復原的研究

古代埋蔵処築造材の復原的研究

古代における水産物の生藤と使途に関する研究

古代武具の研究

I ' ' 1 1 t 近世における処造物修理の技法に関する研究

古代水時計発達史の研究

食器の中仙化に関する基礎的研究

年輪年代法の遺跡への応用一払田柵跡・草戸千i l i l f 町遺跡を例と

して一

横穴式石塑椛造の地域別比較研究一' ' 1 . l L l I I i l 細一

跨梢具の集成的研究

中世仏堂の成立と発展過軽の研究

山田寺をI i ' 心とする出土木材の保存法の改良と考古学的建築史

学的研究

航窄写英梢報

13件

鬼頭浦明

窟本長二郎

狩野久

措熊兼勝

岡凹英男

木下正史

川越俊一

光谷拓火

山崎脇二

松村忠司

山岸滞人

坪井消足

坪ハ：油足

8, 300千円

６００

400

2, 600

1, 500

5, 000

1, 100

1, 200

８００

７００

800

3, 000

6, 870

32, 870

３飛鳥資料館の運営

展示

第一歴, 顎常設股が

第二展示室特別展示「小建築の世界」

（1984. 4. 18～1984. 5. 27）

特別展示「藤原宮発掘五十年」

7(】



（1984. 10. 3～1984. 12. 2）

晋及

前年I I i l 様インフォメーションルームで観覧荷の

質問に応じている。また，特別展祇の剛録として

｢ 小建築の| M界」及び「藤原宮」を刊行した。

入館者数（１９８４．４．１～1985. 3. 31開館１１数315側）

1984年５ﾉ j l OI - I ～５ﾉ｣3111（参加組7名）

( 3 ) Ｗ{ 和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術行Ｉ糾１０研修

（I l I近' ' 1: 遺跡調ｆ制駅I : ）

1984ｲI §６ﾉj l 211～６ﾉj 23I I （参加荷30f ﾉi ）

( 4 ) 昭和5 9年度埋蔵文化財狐当‘ } f 務職災特別研

修（埋蔵文化財堆礎課礎）

1984年７ｊｊ５Ｉ－Ｉ～７j l l l F I （参加荷37f , 、

（月）昭和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術行一般研修

（一般裸羅）

1984ｲi §７j j 24日～８１｣251- 1（参加将24満）

( 6 ) 1 1 1 ' { 和5 9年度埋蔵文化財発掘技術者割Ⅱj 研修

（遺跡保存盤備課樫）

1984年９ノl l 81- I ～10ﾉ］４Ｆ！（参加背24欄）

( 7 ) 昭和5 9 年岐埋蔵文化財発掘技術考割1 1 1 研修

（保仔科学課秘）

1984年10j j 231. 1～l １Ｉｌ８Ｈ（参加背16儲）

( 8 ) 昭和59年度埋蔵文化財発掘技術荷I 』j L l I I l 研修

（発掘, 淵像関連技術課紬

1984ｲl Z11j j 27口～12ﾉj l 21- I（参Dl I稀23譜）

( 9 ) ｜V { 和59年度埋蔵文化財発伽技術行, 別１１研修

（環境者I 1i 裸職）

1985年１ノl l 7I I ～２ﾉｊ２１－ｌ（参加荷17満）

( 1 0 ）昭和5 9 年度埋蔵文化財発掘技術群特別研修

（純紋施紋法‘ 凋代, 郷I り

1985年21114｢ l ～２ｊ｣1611（参加荷30f ′ i ）

( １１）｜V{ 和59年度埋蔵文化財発伽I i 技術門･劇11 ] 研修

（埋蔵文化財情服課羅）

1985イド３ノ１５１１～３ﾉj l 41］（参j j l I荷27f ﾉi ）

( 卿研修典受入れ（ドi ; L ' 一礎炎）

｜
｜蒋通繍覚|剛体徹髄|有料無料合計

氏溜

般 4 9 , 5 0 3 2 4 , 5 0 6

腫

－７１

'１１ 大雄 1 4 , 6 9 7 2 7 . 5 6 9

2 0 0 , 9 9 5 1 0 , 0 7 2 2 1 1 , 0 6 9

所

１９８４－６．１月
線脚l 砿の‘ 淵1f ｆ

小 中生 １６ 剖臨
67, 915

研修指導内恋

考古, 汁i l I I i 研究蟻

塊i 厳文化財の発仙1 1 淵在技術

吾

芯

各 8１ 0５
119. 990

石器製作研修

線刻砿‘ 淵在・保存処刑

模造製作

藤原宮（西面巾I I I l ）出土麿居倣

定林寺川_ : ｔ露盤打

金銅三尊抑出仏（概原l i i - - ･町廃長法寺）

陳列品購入

川原寺礎ｲ．ｉ

寄贈

飛鳥I [ 涼復原僕ﾉ側（縮尺1 / 1 , 0 0 0）

４埋蔵文化財センターの研修・指導

研修埋蔵文化財の保准に資することをＩ. ' 的

として主に地方公共剛体の埋蔵文化財保謹行政仙

当群を対象に次の研修を実施した。

( 1 ) 昭和5 9 年度埋戯文化財発掘技術荷特別研修

（イi 器渦杏諜縄）

1984ｲ|首４月26日～４ノ1281二Ｉ（参加荷22f ﾉi ）

( 2 ) 昭和5 9年度埋蔵文化財発掘技術群1判Ⅱ｣ 研修

（巡跡測恥課腿）

研修旦一魔表

､ １９８４．７．１～９．３０ ､ F 城↑ f I f 跡発掘淵侮部

昭和5 9 年度私学研修福祉会個内

研修貝( 茨城商聯学校敬諭）

存川ﾘ ‘ いり分寺町数蚕主11；

岩下雌盛岡市毅残公剛緑地課

‘ ; ' ' 1良袖佐

〃処没係便

〃文化係僅

熊本県数行庁文化課技師

三mi L教委ﾘ ‘ L外研修ﾉｔ

( 渡会郡大内山村立J | , 学校教諭）

〃

( ﾘ I L立白1111吋等学校数諭）

山梨県埋蔵文化財センクーリム考

古博物館文化財主, l ；

細剛, ↓ 沼津｢ | j 教委社会数行諜鵬

F1f

幸

美

介

光

弘

火

士

和

雄

石城の測般について

受入れ剛間畷人れ蟻

測賊研魂端

卜…

１９８４．７．２～７．９

１９８４．Ｒ､１３～８．１７

飛蝿藤原哲跡発捌, 淵在部

蝶落遺跡研究塩

苫I 【制･ 面研究宗

〃

発掘及び測批技術

蝿蔽文化財の発掘捌侮技術

１９８４．４．１～７．３１

１９８４－４２０～５．９

進藤

松尼

徳江

白根

内沢

木崎

河北

服部

小林

関野

敏

忠

忠

敬

栄

康

禿

久

広

祈



衝剛勝功柵需雑嶋|為)１，…!~! L3‘ i I鍋卿; 聴跡発鋤繍迩郷蝿職文化鮒の発柵蝿鍾技術

渋雌播(他山‘ , i 立I ‘ 山, 畔佼駿諭）｜

〃

訓隈一総牒蝋耀蝋鯉’ ９８皿Oi 9臆乱３０’ 1‘ 城徴跡鋤' 糊嫌那発撚調f l i 技術

浜石諏也雛市埋蔵文化財ｾﾝﾀｰ技術’ 9s4｣L9- 1L15迩物処難研究寵鵬膝科学処理

赤池英男岩手 ﾘ ｢ L 立博物館学芸調盗典 1 9 8 4 . 1 1 . 2 7 ～ 1 1 . 2 9 〃〃

発掘調査・整備・探査指導

（北海道）稗小牧・蓋別地域遺跡，開陽丸遺跡，

木占内町新道４遺跡，災利河１遺跡，（岩手ﾘ 1 1 : ）で

越寺庭園，磯岡城跡，（宮城ﾘ 1 1 : ）多賀城跡, 岩切城

跡，仙台城三ノ丸跡，（福島県）慈日寺跡，関和久

上町遺跡，（茨城県）神野向遺跡，（群馬県）上野

国分寺跡，（千葉蝶）大綱1 1 1 田台No . ３遺跡，（神

奈川県）瑞泉寺庭閑，（新潟県）俄滝' ' １廃寺跡，

( 樹1 1 1 県）じようべのま遺跡，安岡城跡，（｛i 川県）

湯屋占窯跡群，狐山占戦，（補井県）岡津製臨跡，

朝倉氏遺跡，（長野県）松本城二の丸庭園，森将頒

塚, 【了墳，偏濃国分寺跡，（岐阜県）織田信長居館

跡，（静岡県）微須賀城跡，勝問田城跡，（愛知県）

尾張伺府跡，下津城跡，I l j 道遺跡，（三重県）宝塚

I I i 戦，単山遺跡，釜生1 1 1 辻虹内瓦窯跡，斎宮跡，

( 滋賀県）彦根城跡内友御殿跡, 穴太遺跡, 延暦寺

火塔辿跡，琵琶湖奥湖尾上湖底辿跡，金剛諭寺Ｕｊ

寿院庭園，（京都府）御堂ケ池, I i 境，蛭子山占境，

丹波国分寺跡，架栖野瓦窯跡，慈照寺( 銀閣寺) 庭

悶，人鳳寺跡, 物采女屯塚古戦，高腿寺跡，（人阪

府）海会寺遺跡，難波寓跡，Ｉｌｆ谷廃寺，（兵庫県）

丹波' 1 1 大' 1 砿，処女塚占境，西後明窯跡群，赤穂

城本丸，I I T I l I 荘一号城，七1- 1市遺跡，三田I l j No，

１４地点遺跡，流色塚占墳，小撤I f i 墳，（奈良県）

新沢干塚I I i 墳群, 飛烏水落遺跡，（和歌1 1 1蝶) 尼ノ

崎遺跡，田躍遺跡，西出井遺跡，（偽取県）鳥取城

跡附太間ケ平, 上神猫l l I 遺跡，（烏根県）初日たた

ら遺碓岡田l l I i l i 戦，荒神谷遺跡，火念寺I I T戦，

教晃寺跡，１１１代郷碓禽跡，（広烏県）：櫛~i 千粁町

遺跡，尼市古境，（1 1 1 ｢ - I u i L ）若宮古墳，土井ケ浜

遺跡，延行条理遺跡, 功山寺仏殿地下辿碓（徳烏

県）丸1 1 1 山麓窯跡遺跡，（需川県）讃岐側分寺跡，

( 愛媛県）松山城二之丸跡，（１１‘ 欣Ⅱ県) 土佐伺府跡，

( 補岡県）太宰府跡，王塚古墳，金隈遺跡，愛宕

辿跡菜関場窯跡，（佐賀県）肥前圃府跡，物座遺

跡，名護嶋城並びに陣瞳，寺浦瓦窯跡，筑後川下

流域遺跡，（長崎県）出協和剛商館跡，（熊木県）

－７２－

江Ｈ１船I I I I 1 i 墳，神水遺跡，塚原l I i 墳群，（大分県）

職後| 測分寺跡，ガランドヤ古城，（宮崎県) 蓮ケ池

俄穴群，宮崎学閥都市遺跡，（鹿児烏ﾘ １４）指備僑

牟礼川遺物包蔵地，薩摩国分寺跡，（沖縄県) 今帰

仁城跡

埋蔵文化財ニュース刊行

第4 7 号埋蔵文化財関係調喬報告書一覧

輔4 8 号行政データ・埋蔵文化財関係記事一覧

第4 9 号漆製I Wl l 上遺跡分布図一束' 二１本編一

第５Oザ遺跡盤備関連文献' . I 録

埋蔵文化財ニュースI | 録Ｎｏ．１～No . ５０

５その他

委員会等

第１１１１' Ｉ飛鳥資料館迎営協議会

1 9 8 4年５ﾉ j l l I 1於飛烏資料館

､ F 城・飛烏藤原寅跡調在盤備指導委皿会

1 9 8 4 年６ﾉ j １５口・１６１１於平城富跡資料館誰蝋

保が科学研究集会

198 4年３) ･ j l 9 [ １．２０１１於平城汽跡盗料館飛瀧

外国出張

佐藤興治文化財発掘に関する比較研究と迩兄交

換のため大韓民国へ出張

1984年10月29円～同年11j j l 8｢Ｉ

岡田英男文部在外研究典として古代寺院建築に

対するインド芸術の影郷の調在研究のためイン

ド・パキスタン・ネパールへ出張

1985年１ﾉ ] ９口～同年２月241 - 1

協力事業等

文化庁では1 9 7 1 年度から特別史跡藤原富跡の阿

汀化を進めており，1 9 7 2 ｲ I 畠度から噺研究所が文化

ﾉ j 量から支出委任を受けて貿収‘ j #務を担当している

が，1 9 8 4 年度の状況はド記のとおりである。

区分面祇金額

1 9 8 4 年度1 4 , 9 6 7 . 2 2 ｍ２１3 2 1 , 8 3 8 , 9 0 1 円

I i l 有地合計2 8 5 , 7 4 8 . 2 4 5 , 9 1 9 , 9 2 4 , 0 9 8



鰯34111｝

輔351111

第361111

鋪371111

第38111

第39111｝

鯖40111｝

, ド城宮発伽調f I i i 報告ｌＶｆｆ術地域の, 淵猫

小馴l I 遠州の作1ｉ

藤脈氏の氏茅とその院家

桝物製の成虹

研究諭蝶ｌ

研究論集1 1

, ド城宮発細細ｆ淵粘Ⅵ平城京ﾉ ' 首京一条

三坊の淵究

, 帥I I - l l U・並, 淵代報( ' １－

､ ド城京/ I 涼乏条二坊

､ l j i 城悔発掘捌代報｛【i Ⅶ

飛烏・藤原桝発州I 淵在網! i ｌ

研究諭鯉Ⅲ

水門宗良）| : 一Ⅲ｣並‘ 淵溌報倍－

．J j : 条一l l u並’ 淵在の‘ i d嫌一

飛鳥‘ 雌原富発掘淵悲報( Ｉｉｌｌ

研究諭集Ⅳ

イクリ了' ' 1部の一' 1 1鯖喋落における民家

‘ 淵在拙I ｉ

, F 城寓発掘, 淵悔慨! ｝Ⅸ

研究飾染Ｖ

, F城寓‘ |州i 洲ｉ１ｆ鞭( I i l

飛鳥・雌l j ; 輔発＃11淵在鯛! ; Ⅲ

研究, 論集Ⅵ

､ １A城富発伽洲在報告Ｘ

, l i 城腐発棚I 糊代報僑XＩ

1978

1979

1978

1979

第1711Ｍ

第181111

節1911Ｍ

第20冊

第21冊

第22冊

第23冊

1965

Ⅱ図書及び資料

ｌｘｌ‘ ! ド81, 24911Ｍ

' 967

1969

1971

1973

197. 1

1960

1961

1962

称

１９５４

' 980

1981

1982

1 9 8 3

I Ｘ分｜剛別峨人寄剛 ‘ 訓

" 年僅削減#｜』粥駄7M｜噸

75, 628

５，６２１嬢諦側瀧剣測

36, 654

７３０
第24冊

輔2 5冊

輔261111

fW27111｝

輔281'１

鋪2911Ｉ

輔30111ｌ

輔311111

鋪32111｝

輔33111｝

1９７５

１９５９

' ﾉ泡! 〔291 , 671点（1984年峻末現佃

Ⅲ研究成果刊行物

1 1 9 8 4 年度刊行物

1976

1977

称

' 955

1956

1957

1959

【

附

辿

択

閉

財

戸

〃

Ｊ

【

Ｊ

Ｊ

［

宮

Ｊ

４

字

Ｉ

ハ

ｕ

ゾ

ハ

叩

亜

〈

叩

亜

１

上

Ｇ

Ｉ

上

１

１

年喫

f'１

仏師迩慶の研究

修学院離簡の復原的研究

文化史論鞭

奈良時代側し; の研究

飛鳥寺発掘調虎報併

巾I l t 睡悶文化史

興砿寺食蝋発伽‘ 淵在慨杵

文化史論進Ⅱ

川I ﾙ ( Ｗを伽洲f f 報ｲ ' 了

､１２城惚跡・仏飛鮎仮撒宮跡発l ﾘ ' 棚f 淵! ( ! ｉ

隣家姐築の研究

巧庇女阿弥陀仏快唆

湛殿造系庭園の､ r 地的考祭

レースと金他舎利鰐に関する研究

平城柑発蛎調侮報告１１樹簡地域の淵代

平城窟発掘淵在慨併Ⅲ内製地域のi 淵f f r

学概第 4 1 冊研究諭蝶Ⅶ

箱4 2冊、ド城脚光凧淵侮報( ｌｆＭｌ

輔. l 3111l l I 本における近111: 比家（股家）の系

統的発展

史料蛎2 7 1 1 Ｉ水器蝶成図録一近畿占代補一

剛録輔1 3 1 1 1ｌ藤原博一半I l t 紀にわたる, 淵1 4 f と研

究一

剛I i j l I ; 郡昭和58年度平城宮跡苑伽調ｉｆ部発側１１‘ 淵在概紺

飛烏・藤I ﾙ ( 宮発捌‘ 淵炎慨細４

、l え城寓発伽淵ｆｆ釧土木簡慨報１７

遺跡盤備貰料Ⅳ（城航跡・防塁）

奈良町（Ⅱ）（奈良町束地怪) －１V { 和5 8年度低

統的処進物群保/ j f 対簸‘ 淵在報( ' ; 111; 一

条哩制の‘ 諸問題Ⅲ一条I Mi ﾘ研究会l i L I 録３－

，ド城求/ i ：京二条一: 坊・- 4坪苑掘, 淵従糾ｌｆ

平城〃( ｱｲ｢噸一条_ I 上辺Ｗ坊, ‘ 《坪発掘淵侮報ｨI ；

、F城京/ , 涼四条. 園旦坊１．. 凧i , ド苑狐捌在綴( Ｉｉ－ＩＩｌ

付輔推定地の洲炎一

平城京/ E京八条一坊三・六坪光i l I l I , 洲f f 報借

1９６３

－７３－

1980

1981

奈良| K l , ）: 文化財研究所史料

橘

ｆｉ称

1紺11 1阿弥陀仏作沸果（複製）

l x i 大寺叙郡低槌蝶成

仁和守史料がI 法細１

俊乗坊i R 源史料災成

. ､ F 城宮木1Wi l 図版

( : 和寺史料群継細２

､ ド城寓木簡ｌ解脱（別Ⅱ）

l ‘ ｉｆ拙捉寺史料１

，F 城桝木簡２図版・解脱

１１本美術院彫刻等修理記録1

1 1 本災術院彫刻嘘修理記録１１

１１本芙術院彫刻群修理妃録Ⅲ

藤l i 輔木簡１図版・解説

1 1 本災術院彫刻蝉修理鎚録ﾊ ﾞ

｢ 1 本美術院彫刻聯修恥氾録Ｖ

唯大寺文i l ドI - I 録蛎１蕃

1 1 本美術院彫刻輔修皿紀雛Ⅵ

､ ド城漉木簡３図版・解説

j 卿1 1 噛水師２１x １版・解説

束火が文‘ l ド目録輔２巻

1 1 本災術院彫刻群修理肥録Ⅶ

東大J j § 文, ﾘ ドＨ録第３聯

･ し大群巡礼私拠

東大が文１１ド目録第４巻

東大難又i i ド目録第５を

平城澗出土坐, I ドヒ器築成１

束大寺文ＩＩＨｌ録第６を

年哩

1954

1955

1963

1964

1966

1967

1969

197０

１９７４

第１Ⅱ

第２１１１

鋪３冊

節４i l l l

第５Ⅲ

第６Ⅱ

第５' ' '１

第７Ⅱ

鋪81111

第９I I I l

第10冊

第11冊

第12冊

第13冊

第14冊

輔15冊

第16冊

第171111

鰯l 811II

輔l 911II

輔201111

節211Ⅲ

第22111｝

第23111｝

第241111

鋪25111｝

第26111｝

第１冊

第２冊

第３冊

第４１１１

節５冊

第６冊

第７冊

第81111

塘９冊

第１O' ' ’

第'1111｝

第12冊

第13冊

第14冊

第15冊

第１６冊

２前年度までの刊行物

奈良I 到立文化財研究所' ､ i を報



称

奈良岡立文化財研究所所欄

lJIi蹄
文化庁所符（関係分）

|鵜維

( 2 ) 平城宮跡地等盤備蛍

平城宮跡環境盤備昭和5 9 年度第１期工‘ 冊

平城寓跡環塊盤備昭和5 9 年度第1 1 期Ｔ覗

平城宮雨間大垣復原その４工覗

噂砿堆城周辺整備: ' 水

藤原宮跡環境整備昭和5 9年度｡ Ⅲ‘ I ＃

( 3 ) 各所修繕

平城寓跡資料館膳根塗装. , ﾆ ﾂ ﾄ ﾞ

年度 名 称

2, 116, 520

ワ

園

明

』

《

四

超

飼

伊

』

？

■

の

“

甜

当

合

町

と

⑪

』

ｎ

Ｆ

】

⑨

“

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

、

ｍ

ｍ

后

『

“

》

〈

、

叩

）

《

叩

〃

《

】

〈

、

叩

〉

ハ

ヱ

ヱ

〕

‐

加

年

△

｛

’

【

ｊ

〉

（

皿

〈

〕

『

Ⅱ

０

△

‐

●

伽

斗

今

（

叩

式

）

戸

一

”

，

‐

《

．

届

叩

）

（

、

『

”

》

《

哩

一

（

）

‐

姻

号

４

〈

い

”

）

【

〃

，

０

’

抑

号

△

・

“

刈

一

△

〔

》

郡

、

）

（

四

『

）

心

ざ

型

》

（

い

（

〉

《

、

叩

）

（

叩

昂

）

【

》

〃

０

《

叩

可

〉

［

″

”

。

（

肌

叩

Ｍ

》

（

》

（

唖

》

（

叩

〃

〈

］

●

グ

Ｑ

幸

■

夕

喜

９

ワ

一

勺

ロ

－

９

”

●

ず

－

９

Ｆ

●

ず

Ｑ

空

再

や

”

“

０

《

ｕ

一

（

）

［

形

〃

。

『

０

１

△

【

や

”

０

《

一

恥

叩

）

｛

』

鋤

）

芦

屋

型

Ｕ

（

叩

く

型

）

〈

叩

く

《

）

（

叩

／

〕

で

０

０

二

－

口

川

一

今

Ｆ

【

●

“

〉

（

》

（

〕

（

叩

〃

］

《

皿

〃

〆

〕

（

叩

麺

釦

）

〈

恥

叩

〉

（

叩

グ

ェ

】

言

も

ワ

●

夕

で

Ⅱ

０

《

●

Ⅱ

０

凸

1 9 7 3 1 第１Ⅲ瓦緬１解説

1 9 7 4 1 第２Ⅱ瓦細２解説

1 9 7 5 第３冊瓦緬３

1 9 7 6 第４冊瓦編４

第５冊瓦細５

1 9 7 8 第６冊瓦緬６

1 9 7 9 第７冊瓦細７

1 9 8 0 第８Ⅲ｝瓦編８

1 9 8 3 第９冊瓦細９

計

飛烏資料館図録

８９，５００

４１，００Ｃ

ｌ19, 000

１７，４００

２３，３００

ｌ計’ 6, 793110‘ 63213, 1502, 6823623, 293

Ｅｌ

1 Ｖ定員

年度 筒

１．予算（1 9 8 4 年幽

区分指定職|行政職㈲|行政職( . ' 研究職｜計

年座 ’ 名称

１９７３第１Ⅲ瓦細ｌ解説

１９７４第2 1 1 1 ｝瓦細２解脱

１９７５第３冊瓦緬３

１９７６第４冊瓦編４

第５冊瓦細５

１９７８第６冊瓦緬６

１９７９第７冊瓦細７

１９８０第８冊瓦編８

１９８３第９冊瓦細９

第１冊

第２冊

第311ル

第４冊

第51111

第６冊

第７冊

第8111｝

第９冊

第10冊

第11冊

第1 2 冊

飛鳥F 1 似の在銘金銅仏

飛鳥白鳳の正銘金銅仏銘文篇

日本古代の蕊誌

口木古代の墓j 篭銘文補

古代の誕生仏

飛鳥時代の古職一高松塚とその周辺一

日本古代の鴫尾

山剛寺股

高松塚拾年

渡来人の寺一桧隈寺と坂、寺一

飛鳥の水時計

小処築の世界一埴輪から瓦堆まで－

1９７６

9 , 490

1977

1978

1979

1980

1981

1982

1983

奈良圃立文化財研究所基準費料

1984年度

1985年度

34, 000

１

１

計6, 793110, 6323, 1502, 682. 3623, 2９３
１

489, 289千円

666, 789

４，４７８

５５，９１６

1, 602

432, 694

５３，７３４

４６，５２１

４２，００６

29, 838

960, 442

39, 118

305, 348

600, 000

１５，９７６

人件班

迩営蛮

ゾド業笹理

一股研究

特別研究

発掘調流

宮跡盤術特珂

飛鳥資料館迎獅

埋蔵文化財センヅー迎営

新庁舎維持椛珊簿経蛮

施投災

施設撚備j u t

平城窟跡等盤附班

不動産聯人災

各所修譜盤

7４

9４

９３

２

２

２

２

４

４

6７

６６

２．柑舎等５９１，２

電要文化財ＩＦI 米谷家住宅２１３，２

祁山摘舎 ( - ) ，（） 1 5 3 ｍ２

飛鳥資料館術舎２２５，２

主要工事

( 1 ) 施設終備批千円

飛鳥藤原宮跡発掘調査部写場棟改築工‘ 』ｆ4 , 7 0 Ｏ

奈良国立文化財研究所第３回覆屋改修- ｍ；

区分|本庁禽平城藤原’

飛胤

資料厳

市務室

研究塑

資料・図諜室

会識室

拙蝋

展示篭

写其室

覆屋・展示械

恥ノ 1 1 （

倉l I i i ・収蔵服

研修棟

その他

ｍｇｌ

568,

1, 419

1, 021

３３８１

７９

８４

123

1,416ｉ

1, 745

ｍｇ

ｌ３８

２５２

６４

３８４

５７６

２５６

１，６８６

２００

４，９４５

1３１

'2，

２

６

４

ｍ

皿

”

3６

５３

145

188

2, 087

251

２

０

７

６

２

９

８

４

４

０

２

ｍ

９

７

３

４

８

４

６

９

８

６

６

４

０
７

１

聯

ｍ２

３６

|計

ｍ2

912

0 2 2
，

ｰ '

1, 093

４９７

４７３

１，２２４

５４４

１，６８６

５６６

416

2 2 5

7，

１，

５，



Ⅶ

４ｊ１１１ｺ

６月２１１１

７〃１１~Ｉ

人事異動

（1984年４ﾉｊｌｌｌ～1985年３月3111）

飛XMj 藤原桝跡発掘洲f f f 部辿碓獅満〈災

に外征付 | ：細≦

飛鳥資料館撫務宝長に昇任

｜_ 脈ｉ参夫

庶務部会訓課課艮捕佐に) r 1 l 征

藤本進

奈良工業商等専門学校庶務課長に砿征

Ｉ|､ ' 尼祇徳

京都大学農学部ﾘ ; 務長補佐に低征

広沢柑一

平城宮跡発掘‘ 淵秀部主柾研究官に転任

細兄蒋一畠

平城宮跡発掘調布部遺椛調査室に配慨

換松本修 ' ' １

平城宮跡発掘調布部考I I i 第一調f 礎に

配椴換満水満ミ

平城宮跡発掘調在部誉古第_ 島洲従察に

肥侭換杉 ' ' １洋

飛烏藤原寓跡発掘調代部苔古第一調術

篭に配侭換浦水典一

飛烏藤原撫跡発掘調在部拷I I i 輔：, 淵術

蟻に畑稀換人脇潔

飛烏藤原汽跡発掘調森部史料, 洲侮窄に

配慨換 ’ 〉 : 水修

飛鳥資料館学蓑窄に配慨換

ノ| : ｋ和人

埋蔵文化財センター研究指導部発掘技

術研究索に配瞬換松ﾊ ：ｊＷｆ

埋蔵文化財センター研究指導部測峨研

究室に配侭換光谷妬災

埋蔵文化財センター研究指導部保仔l ：

学研究索に配慨換内' ' １１１/ { 人

飛鵬藤原宮跡発伽調海部脹任研究宵に

採川｜ { I 辺征火

平城宮跡発掘渦森部考古第一調脊顎に

採用他行浩

研究補佐風( 飛烏藤原桝跡発伽I 洲街部）

に採川納谷 ‘ ､ ] : ､ 龍

11. 1i 野’ １４

１; 勝補佐j ｉ（庶務部庶務課）に採川

稲本良ｒ

飛鳥藤原宮跡発伽調在部－１i 征研究' 白に

－７５－

外征安 ' Ⅱ龍太郎

、|城禰跡発’ 111淵f 謡|辿料i 淵＃済《災に採

川 綾付宏

l Oj l 2011辞職

滝本脈志

２ノ1 1 1 ~１庶務部会Ｉ汁裸災に外征

赤羽卸一

束』i ( ' 1 1立文化財研究所庶務課長にＩ低価

袖１１保美

庶務部庶拐課長に配慨換

松本保と

３月3 1 日辞職

泉雄二

Ⅷ組織規定

文部省組織令抜準

Mm5 9年政令第1 2 7 - Ｂ

昭和59年７ノ111 J 全部1M〔正

輔1 0 8条

２前項に定めるもののほか，文化庁に次の施設

′ 聯機関を慨く。

’ 1軸: 文化財研究所（前後I 略）

輔1 1 4 条Ｉ' 軸: 文化財研究所は，文化財に関する

‘ 淵介研究，盗料の作成肱びその公表を行う機関

とする。

２１１Ｗ文化財研究所には，史所を侭くことがで

きる。

３１侭肋: 文化財研究所及びその支所のf ' １称，位i i ‘ ‘ ｊｌ

ノ史ぴ内部組織は，文部汽令で定める。

文部省設置法施行規則抜莱

’ 1杯' 128年１ノ11311文部符令輔２．) ］

追加昭伽4 3 年６ノl l 5 H文部省令第２Oけ

｜l / { 和45年. l ﾉ1171. 1文部宵令第11) j 、

１１/ { 和45年４川121 : I 文部省令第６鑑

’ 1/ { 和49年４ノ1111. 1文部省令第１( 崎

Ｍ和50年４ノ１２１１文部省令第１３５．

１|岬1151年５１１１０１１文部満令輔161. ｊ

昭和52年‘ l ノ11811文部樹令第10勝

昭和53ｲＩｚ４ｊ１５ＩＩ文部宙令輔198．

昭和5 3 年９ノ１９１１文部省令輔3 3 け

昭『1155年４ノ１５１１文部宥令輔l 4I j ・

ＩＩｒＩ和55年６ノ12511文部省令鰯23) j ・

昭和58年10ﾉ ･ ' １１１文部省令輔25妙

I l Y { 和59年７〃１１１文部禰令第37･ ; ｊ

輔５噸文化庁の施設蝶機関

輔４節｜侭| 立文化財研究所

鋪１１６条の９１K １１〉: 文化財研究所の桝称及び位慨



! ま，次の表に掲げるとおりとする。

笛 弥位樋

来京I 1 j 立文化財研究面

奈良脚立文化財研究所

束京都台東区

奈良ﾘ 『↓ 奈良巾

第２秋奈良倒立文化財研究所

（所長）

第1 2 3 条奈良刷雌文化財研究所に，所堕を侭く。

２所長は所務を唯理する。

（内部組織）

第1 2 4 条奈良国立文化財研究所に，庶務部，建

造物研究室及び歴史研究室並びに平城宮跡発掘

調在部及び飛烏藤原寓跡発掘調森部を侭く。

２前項に定めるもののほか，奈良倒立文化財研

究所に，飛階資料館岐び埋蔵文化財センターを

瞬く。

（庶務部の分課及び‘ I 『務）

第1 2 5 条庶務部に，次の二課を侭く。

一庶務課

二会計課

２庶務課においては，次の‘ 』f 務をつかさどる。

一職此の人‘ j #に関する躯務を処理すること。

二職典の補利厚生に関する‘ j i F 務を処理するこ

と。

弓公文‘ I } : 獄の接受及び公印の梼守その他庶務

に関すること。

｜凡Ｉこの研究所の所掌覗務に関し，連絡‘ 淵盤す

ること。

五この研究所の所単に係る適職及び遺物の保

全のための鮮備に関すること。

六前各Ｉｊに掲げるもののほか，他の所掌に随

しない1 f 務を処理すること。

３会計課においては，次の’ 侭務をつかさどる。

一予算に関する蛎務を処理すること。

二維費及び収入の決算その他会計に関するﾂ ｛

勝を処理すること。

三行政財産股び物品の管理に関する; 務を処

理すること。

叫庁舎及び設備の維持，管理に関する串務を

処理すること。

．/ ｉ庁内の取締りに関すること。

（建造物研究室等の覗務）

第1 2 7 条建造物研究室においては，建造物及び

低統的建造物群に関する調秀研究を行い，並び

7６

にその結果の公表を行う。

２歴史研究室においては，考I I i 及び史跡並びに

雌史費料に関する調査研究を行い，並びにその

紡果の公表を行う。

（平城宮跡発掘調査部の六宝及び『| #務）

第1 2 8 条平城宮跡発掘調査部に，誉I I i 第一調杏

篭，苔占第_ 二調査室，者古第三調査室，遺椎調

査案，計測修駄調在察及び史料調査室を瞬く。

２前項の各室においては，、I と城宮跡に関し，次

項から第六項までに定める蛎務を処理するほか，

その発掘を行う。

３考占第一調査室，誉間第二調査室及び考古第

呈調査室においては，別に定めるところにより

分担して，遺物（木簡を除く）の保仔盤理及び

調布研究並びにこれらの結果の公友を行う。

４世櫛調在室においては，辿椛の保が盤即及び

調在研究並びにこれらの結果の公表を行う。

５１汁測修景調査篭においては，遺描の計測及び

修景並びにこれらに関する渦秀肌究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

６史料調在寵においては，木簡の保存整理及び

調侮研究，史料の収集及び調布研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛烏藤原宮跡発掘調i i f 部のI ﾉ ﾘ 宗及び那務）

第1 2 9 条飛脇藤原宮跡発掘調奄部に，考占第一

‘ 淵在塞，苔占第二調在室，遺撒調在室及び史料

調査室を侭く。

２仙項の名室においては，藤原宮跡及び飛脇地

域における宮跡その他の遺跡に関し，次項から

第五項までに定める蛎務を処理するほか’ その

発掘を行う。

３考古第一調査室及び考占第二調査室において

は，別に定めるところにより分担して，遺物

（木簡を除く）の保存柊理及び調査研究並びに

これらの結果の公表を行う。

４遺碓淵在室においては，辿撒の保序盤蝿及び

調在研究，遺購の計測及び修殿並びにこれらに

関する調溌研究並びにこれらの結果の公表を行

う。

５史料調厳室においては，水簡の保存終理及び

調査研究，史料の収集及び調奄研究並びにこれ

らの結果の公表を行う。

（飛鳥資料館）

第１3 0 条飛賎資料館においては，飛鳥地域の雁



史的意義及び文化財に関し，国鶴の理解を深め

るため’ この地域に関する考古資料，歴史盗料

その他の費料を収集し，保梢: して公衆の観覚に

供し，あわせてこれらに関する調査研究及び猟

業を行う。

（飛鳥資料館の館奨）

第1 3 1 条飛鳥資料館に，館長を侭く。

２館長は，館務を掌理する。

（飛鳥資料館の二室及びり; 務）

輔1 3 2 条飛鳥資料館に，庶務察及び学芸室を瞬

く。

２庶務室においては，飛烏寅料館の庶務，公Ｉ汁

等に関する１筋を処理する。

３学芸室においては，次の１稲をつかさどる。

一飛鳥地域に関する誉占寅料，歴史資料，建

造物，絵画，彫刻，典鱗，I I i 文『M: その他の資

料の収集，保管，股示，僕J j 1 ，模造，が典の

作成，調査研究股び解説を行うこと。

二飛烏地域に関する脚僻，』j 独その他の資料

の収集，盤理，保僻，股, 侭，閲覧及び調査研

究を行うこと。

二飛崎盗料館の‘ j ; 業に関する出版物の細集及

び' : １行並びに縛及４１‘ j : 仏を行うこと。

（埋蔵文化財センター）

第1 3 3 条埋蔵文化財センターにおいては，次の

‘ j f 傍をつかさどる。

一埋俄文化財に関し，‘ 淵侮研究及びその結果

の公表を行うこと。

二埋蔵文化財の調査及び保存盤蝿に関し，地

方公共団体の埋蔵文化財調査関係職典その他

の関係街に対して，，抑Ｉ的，技術的な研修を

行うこと。

三埋蔵文化財の調査及び保が盤剛に関し，地

方公共団体の機関その他関係の機関股び剛体

等の求めに応じ，聯門的，技術的な指導及び

助嵩を行うこと。

Ｉノリ埋蔵文化財に関する情報資料の作成，収集，

盤理，保腎及び調査研究を行い，並びに地方

公共団体の機関その他関係の. 機関及び団体嘘

－７７－

の求めに応じ，その利川に供すること。

（埋蔵文化財センターの腿）

第1 3 4 条埋蔵文化財センターに奨を侭く。

２前項の長は，埋蔵文化財センターの蛎務を単

理する。

（埋蔵文化財センターの内部組織）

第1 3 5 条埋蔵文化財センターに，教務室，研究

指導部及び情報資料室を侭く°

（教務室の猟務）

第1 3 6 条教務室においては，研修の実施に関す

る' 肘務を処理するほか，埋戯文化財センターの

庶務に関する' 価務をつかさどる。

（研究指導部の／‘ くま及び堺務）

第1 3 7 条研究指導部に，砦i f 制価研究室，集落

遺跡研究室，発掘技術研究寵，進物処理研究龍，

測ｌｌｋ研究率汝び保存工学研究室を股く。

２考占計画研究室においては，第1 3 3 条第１号

から第３号までに掲げる事務（他の峯の所掌に

腿するものを除く）をつかさどる。

３集落遺跡研究龍においては，集落遺跡に関し，

第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げる希偲務

（遺物処理研究顎，測{ , f 研究室及び保存工学研

究龍の所紫に属するものを除く) をつかさどる。

４発掘技術研究室においては，遺跡の発掘技術

に関し，第1 3 3 条第１号から第３号までに掲げ

る' １; 務をつかさどる。

５進物処理研究篭においては，辿物の処理に関

し，第13 3条第１号から第３８までに掲げる．‘ ' １：

勝をつかさどる。

６測並研究察においては，埋蔵文化財の測I J t に

関し，第1 3 3 条第１サから第３号までに掲げる

ツヅ務をつかさどる。

７保が工学研究室においては，遺跡の保存盤備

に関し，第1 3 3 条第１吋から第３号までに掲げ

る’ 撒務をつかさどる。

（情報資料主の事務）

第1 3 8 条情報資料室においては，第1 3 3 条第４

号に掲げる輔務をつかさどる。



職Ｉ担当

職員（1 9 8 5 年７月１日現在）

所属氏名 ’ 官

担 当職

7８

所属 | 氏名｜官職｜担当 ’ 官職｜担当 ’
所属

| 氏名

平

城

宮

跡

発

掘

調

森

部

ｌ

ｌ

ｌ

Ｌ

倦

盾

随

一

調

匪

陸

一

考

古

第

二

調

在

室

一

考

古

第

三

調

廠

室

辿

柵

調

在

室

一

計

測

修

疑

調

在

室

史

料

淵

在

室

－

１

１

１

Ｉ

岡、英男

工楽響通

松村恋司

岩永省三

金子播之

八幡扶桑

佃斡雄

吉村珂朗

石川千忠子

川辺i l 1 i 夫

巽淳一郎

千田剛道

山崎備二

山木忠尚

杉１１１洋

花谷浩

毛利光俊彦

宮本長二郎

松本修自

山岸淵人

上野邦一

I 日中哲雄

水中典

間瀬要一

村岡正

綾村宏

総本義則

寺崎保広

舘野和己

細見啓三

上野邦一

金子総之

毛利光俊彦

商瀬要一

千田剛道

1 1 1 崎侭二

森田光治

岡i n 博光

文部技宙部長

良

ｊ任

脈旦

職Ｌｌ

長

畑

伽

長

、

艮

田

艮

燭

伽

艮

腐

汽

宙

官

官

宮

宮

佃

個

究

究

究

究

究

究

究

慌

研

研

研

研

研

研

研

ｊ

任

任

任

任

任

任

任

塩

の

呼

呼

室

伽

的

室

的

望

⑯

韮

的

。

室

主

主

主

主

主

主

主

嘩

雛

＃

，

ｆ

，

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

ｆ

文部技術

文部技宿

文部技官

文部技愉

文部技樹

文部技宮

技能補佐此

研究補佐典

文部技官

文部技愉

文部技‘ i 4 f

文部技宮

文部技官

文部技腐

文部技Ｙヅ

文部技間

文部技宙

文部技宙

文部技1 ‘ ｆ

文部技官

文部技宙

文部技宙

文部技腐

調査貝

文部技官

文部技愉

文部技腐

文部技宙

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技官

文部技満

文部覗猫官

文部耶務富

老古

老古

考古

写英

写英

保守

公開

考古

考古

老古

老古

老古

考古

老古

老古

処築

建築

処築

処築

辿跡庭蝋

辿跡庭噸

遺跡庭噸

辿跡庭悶

歴史

歴史

騰世

処築

処築

考古

老古

辿跡庭脳

考古

|；iii

庶

務

課

会

計

課

庶

拐

部

建

造

物

研

究

室

一

歴

史

研

究

室

’

一

坪井油足

伊藤省三

松本保之

織田他蔵

田部信垂

西徹

森田光治

岡田博光

八輪扶桑

宍戸雅子

港悦子

岩永悪子

柵本良子

新宮恵子

本中室代

中川かよ子

中垣睦美

西鍋耐美

赤羽郷一

稲脇郁夫

藤本進

西瓜仙三

渡辺嘩史

山口亜治

小林雅文

前川正子

菊本洋子

橘元敬子

西村博美

浅井正彦

中西延夫

飯田侭男

垣内きj こえ

永田季子

渡辺康史

吉村義徳

大西和子

岡田英男

商瀬要一

松本修自

清水其 -

1 1 1 岸粥人

稲山敏男

鬼頭清明

立木修

上原英人

寺崎保広

舘野和己

花谷浩

堀池審妹

文部技官所長

文部4 1 勝 1 ‘ ＃部長

文部事務官課長

文部車務宮課長補佐

文部事務官庶務係長

文部車務官

文部躯務官鮭筋具長

文部事務官警務貝

文部技官専門職貝( 併任）

覗務袖佐旦

訓務袖佐只

1 j 猫補佐此

ﾘ ；筋補佐旦

覗筋補佐只

覗路補佐貝

事務補佐旦

覗筋補佐興

覗勝補佐且

文部事務篇課及

文部事務官課艮補佐

文部事務官課長補佐

文部事務満専側職只

文部技官専門職貝

文部駆務窟経理係長

文部事務官経理主任

求務補佐貝

事務補佐貝

事務補佐貝

文部蕊務愉朋度係蛙

文部事務官

文部技汽

文部技官

噸務揃佐旦

雛総灘《僻幽
那務補佐員

課

諜

課

専

専

経

経

艮袖

長袖

Ｉ１ｕ職

門職

理係

理主

災

佐

佐

只

只

長

任

文部技官龍艮( 取扱）

文部技常（併任）

文部技官（併任）

文部技腐（併任）

文部技１，『（併任）

’ 淵 五貝（非常勤）

文部技官室長

文部技官（併任）

文部技悔（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

文部技官（併任）

棚在貝（非惟勤）

庶務人邪

鋳Ｎｉ

緋俄

写典

職務人1 1 ｉ

庶勝

唯筋

鵬勝

庶協

図』資料

図l L f 箕料

図, H: 武料

図．, 1 資料

藤原‘ 1 ; 務

整Ｍｉ管理

経理

経理

経理

用度

自動車運娠

自動車運極

用度

用度

施設

施設

遺跡庭剛

処築

処築

辿築

処築

雌史

考古

老古

歴史

歴史

考古

歴史



文部技官室

文部技官

文部技官（併

文部技官室

文部技官

軍

人真

理

係

一

一

統

報

資

料

室

一

所属 氏 名 ’ 官 職 所屈 氏 名 ’ 官 職 担当担当

ｌ

｛

毎

古

叶

画

研

究

撤

一

康

章

‐

上

襲

蒋

過

時

研

究

塞

一

長瞳

Ｉ

上

測

斌

研

究

塞

一

Ｉ

上

促

仔

工

学

研

究

謙

一

麺

諦

秘

儒

訣

琢

務

蝿

Ｔ

Ｉ

ｌ

ｌ

上

庶

務

係

一

文部技官
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